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1．はじめに
　本校は大正 13 年，広島市によって，勤労青
少年のための夜間学校「広島市工業専修学校」
として創立された。昭和 39 年に全日制を設置
して，全定併設の工業高校となり，「自主 ･敬
愛 ･勤労」の校訓のもと，今年度で創立 93 周
年を迎える。この間，「個人の尊厳を重んじ，
豊かな人格の完成を目指すとともに，素養に富
んだ 工業技術者として，平和と文化の創造に
寄与する人物を育成する」という教育目標を掲
げ，広島市域はもとより，日本各地において産
業界を担い，活躍する多くの工業技術者を輩出
してきた。
　幾度かの学科改編を経て，現在，全日制では
機械 ･自動車 ･電気 ･情報電子 ･建築 ･環境設
備の 6学科で約 710 名の生徒が，定時制では工
業技術科で約 100 名の生徒が，ものづくりのス
ペシャリストを目指して，専門分野の学習や資
格取得等に励んでいる。
　また，全日制の部活動においては工業系部活
動をはじめ，毎年のように全国大会へ出場する
自転車競技部や平成 12 年度の全国高校総体で
優勝した弓道部などの運動部，そして「花の甲
子園 2010」で全国優勝した茶華道部，全国学
生書道展 2年連続団体準優勝の書道部など，熱
心に取り組んでいる。定時制でも，コンクリー
ト甲子園での優勝 1回，準優勝 3回など数々の
実績を収めている。

2．「広島市工　サイエンス工房」の創設
　この度は本誌において，全日制の取組「広島
市工　サイエンス工房」について紹介する。
　本校では，「技術者づくりは人づくり」を原
点とし，明日の日本を支える工業技術者を育成
するために，日々教育活動に取り組んでいる。
中でも 3年次の課題研究は，生徒の創造性を育
む重要な科目と捉え，テーマの設定から成果発
表に至るまで，指導方法を改善しながら取り組
んできた。しかし，これまでの研究テーマの中
には，生徒が個々に難関資格の取得を目指すグ
ループや社会を意識することなく自己満足的な
ものづくりに終わるグループも少なからずあっ
た。こういったグループの課題研究は，仲間と
の協働的な取組に乏しかったり，目標が不明確
で計画性に欠けたりする傾向も見られた。本校
の課題研究を活性化し，科目の目的をより高い
水準で達成するためには，まず，研究テーマの
設定を見直すことが課題であると思われた。
　課題研究にふさわしい研究テーマを生徒が自
ら探すことは，今の社会が求める課題発見能力
の育成そのもので，最も重要な教育の一つであ
る。しかしながら，社会の問題や課題に目を向
け研究テーマを探るといった力は，一朝一夕に
身につくものではない。系統的，総合的に時間
をかけて取り組む必要がある。そのためのカリ
キュラム開発は別の機会に行うこととし，即効
性のあるより良い課題研究テーマ探しの方法を
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社会と連携した事業をはじめ，様々な特色ある
取組を次の 3つの大きなプロジェクトとして整
理するとともに新たな特色ある取組をはじめた。
⑴　学び合い協働プロジェクト
　主に課題研究における生徒の主体的で協働的
な取組や学科の枠を超えた生徒たちによる主体
的で協働的な取組を推進するプロジェクトであ
る。そして，その集大成として，体育館を会場
に 3年生全員が終日発表する「五科合同課題研
究発表会」を新たに開催することになった。
⑵　技術者の基盤構築プロジェクト
　企業・大学・研究機関等との連携・支援によ
り，高度な知識・技術・技能を習得させるほか，
工業分野における先端技術や技術革新について
学ぶとともに，本県教育委員会が推進している
知識構成型ジグソー法によるアクティブ・ラー
ニングの研究に取り組むプロジェクトである。
このプロジェクトにおいて，新たに課題研究を
大学の研究室で大学院生や大学生とともに研究
する取組がはじまった。

⑶　次代を担う工業技術者育成プロジェクト
　生徒の若い感性により，地域の小中学生の興
味・関心をより一層高めることができる体験型
プログラムを開発し，学校のみならず地域企業
や NPOとの連携を図り，積極的に校外におい
てそのプログラムを実施するプロジェクトであ
る。そして，これを基盤に，これまでの取組に
科学技術的内容を加味し，小学生を対象とした
「実学からはじめる STEM教育 ※プログラム」
を新たにスタートさせた。
7．おわりに
　本稿で紹介した取組は，本校における取組の
一部であるが，社会と連携したこれらの取組は，
まさに「社会に開かれた教育課程」を現実のも
のとする取組であり，工業高校でなければでき
ない，工業高校ならではのアクティブ・ラーニ
ングの視点による「主体的・対話的で深い学び」
につながる教育活動である。
　本校は，これからも，校訓「誠実・勤勉・創
意」のもと，工業高校でなければできない，工
業高校ならではの教育活動をとおして，工業教
育の王道を歩みながらも，常に進化し，本校の
目指す学校像「地域や産業を支え，新しい時代
を切り拓く，創造性豊かな実践的技術者を育成
する」のもと，新しい時代が求める技術者を育
成していく。
※ STEM教育　科学（Science），技術（Technology），工学

（Engineering），数学（Mathematics）の理工系分野を重点的

に教える教育モデル写真6　大学研究室における課題研究の様子
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22

模索した。
　テーマ設定に課題を抱えた研究の一方で，理
科教材ポータブル CO 2 センサーの開発，小学
校英語教育支援ソフトウェアの開発，幼稚園へ
寄贈する靴入れの製作，土砂災害予知通報シス
テムの開発，平和を願う銅板折り鶴の製作，中
古の車椅子修繕・寄贈など，教材の開発や社会
的な問題の解決を目指す研究，あるいは，校外
からの要請に応えるものづくりに取り組んだ例
も数多くあった。こういったテーマで研究に取
り組んだ生徒は，主体性や協働性，創造性など
の面で大きく成長するとともに，工業技術や技
能が社会をより良くする有効な手段であること
を実感し，自己有用感を育むことができると感
じられた。
　そこで，積極的に課題研究のテーマを学校外，
すなわち幼稚園，小中高等学校の先生方や公民
館，町内会などの地域の方々から募集してはど
うかと考えた。また，このように組織的に要望
を募集する過程で，パンフレットなどでこれま
で本校が積み重ねてきた社会貢献的なものづく
りの実績を PRする機会にもなると思われた。
　このような思いで，平成 27 年 7 月に，理科
や技術家庭科などの教材や教具，並びに地域か
ら要望されたものを製作し，本校生徒が習得し
た技能・技術を活用して教育や社会に貢献する
ものづくりプロジェクト「広島市工　サイエン
ス工房」を発足した。

3．「広島市工　サイエンス工房」の概要
⑴　要望の募集と選択
　要望は，本校の HPや学校協力者会議などで
募集した。また，広島市中学校教育研究会の理
科部会，技術家庭科部会，進路指導部会，さら
には，広島市立高等学校公開研究授業（理科）
などを通じて，広島市立学校の教員を対象に広
報した。この取組は，本校教育の一環として，
課題研究や部活動において生徒が製作するの
で，すべての要望には応えられないため，納期
や安全性などを含め，製作依頼者と本校担当者
が協議しながら進めている。なお，材料費など
の予算は原則，依頼者に負担していただくこと
としている。
⑵　過去に製作・提供した教材等の一部
　サイエンス工房発足以前に製作した教材や地
域からの要請に応えたものづくりには，次のよ
うなものがあった。募集用パンフレット等には
これらを掲載し，広報した。
ア　窓清掃訓練用アルミサッシ
　（広島市立広島特別支援学校へ提供）
イ　銅板折り鶴
　（広島市長表敬訪問者への記念品，ノーベル
平和賞受賞者世界サミット 2010 広島にて出
席者へ寄贈）
ウ　修繕車椅子
　（ネパールへ寄贈）
エ　乾電池を動力源とした自動車の製作

図2　広島市工サイエンス工房リーフレット

図1　広島大学附属東雲小学校でのポー

タブルCO2 センサーを活用した授業風景
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　（小学生が出したアイデアを実現）
オ　二酸化炭素濃度計測装置「ポータブル CO 2

センサー」
　（市内小・中・高等学校へ寄贈）
カ　小学校英語教育支援ソフトウェア「Talking 

lish 111」
　（市教委を通じ市内全小学校へ提供）
キ　名所案内木製掲示板
　（仁保公民館へ寄贈）
ク　園児用木製靴入れ
　（広島市立幼稚園へ寄贈）
ケ　竹炭用炭焼き窯，石臼台
　（地元町内会へ寄贈）
⑶　平成 28 年度の取組
　今年度「広島市工　サイエンス工房」には，
新規依頼と以前からの継続依頼とを合わせ 10
件ほどの要望が寄せられた。これらを随時，工
業科学科主任会議に諮り，本校生徒のより良い
成長につながるかを第一に，提供物の安全性や
知財権なども考慮しながら，製作に応じるかど
うかを審議し，担当する学科などを決定した。
その結果，材料費や納期，技術的な問題などで，
お断りせざるを得なかったもの，次年度以降に
持ち越したものもあった。今年度は次の 7つの
テーマに取り組んだ。
ア　機械科
　a　銅板折り鶴
　　国連軍縮フェローズに参加した 27 か国の

外交官へ寄贈
　　（広島平和文化センターより依頼）

　b　中学校技術家庭科ボール盤用
　　XYステージ
　　（広島大学教育学部より依頼）
　c　山椒魚型コンニャク製造用の鋳型
　　（広島県立湯来南高校より依頼）
イ　自動車科
　a　窓清掃訓練用アルミサッシ
　　（広島市立広島特別支援学校より依頼）
　b　キャスター付き子供みこし台
　　（仁保新町町内会より依頼）
　c　F 3 マシーンの修復
　　（スポーツランド TAMADAより依頼）
ウ　建築科
　a　木製靴入れ
　　（広島市立幼稚園より依頼）

4．成果と課題
⑴　生徒アンケート調査の結果と成果
　生徒たちは，時には依頼者の元を訪れて，使
用現場や使用状況を調査したり，より細かな要
望を聞き取ったりした。要望以上の機能や安全
性を持たせるよう試行錯誤しながら，一生懸命
作成に取り組んだチームも多い。完成させた製
品を納入するときの生徒たちは，例外なく満面
の笑顔である。依頼者の感謝の言葉は，学んで
きた工業技術を人のために役立てた最初の仕事
に対する報酬として，長く生徒たちの記憶に残
るに違いない。数値には表し難いが，工業技術
者としての自己有用感の獲得という大きな成果
があったと思われる。　
　また，課題研究がほぼ終了した 1月末に，3

図4　山椒魚型コンニャク製造用の鋳型

図3　銅板折り鶴
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年生214名に対してアンケート調査を実施した。
次の①から⑧のそれぞれの質問に，“良くあて
はまる”，“ややあてはまる”，“あまりあてはま
らない”，“全くあてはまらない”の 4段階で回
答を求めた。
　アンケートの質問
①ものづくりや研究の技術・技能が高まった
②新たな知識が身に付いた
③発想力や創造力が高まった
④計画的に進める力が高まった
⑤粘り強く取り組む力が高まった
⑥ものづくりや研究は面白いと思った
⑦仲間と協力することの重要性を感じた
⑧社会貢献ができたと感じた
　⑧「社会貢献ができたと感じた」という質問
に，肯定的回答をした生徒 127 名（Aグループ）
と否定的回答をした生徒 87 名（Bグループ）
とに分け，①～⑦の各質問に肯定的な回答をし
た割合を比較した。
　いずれの質問も，Aグループの肯定率が B

グループの肯定率を大きく上回った。Bグルー
プには，資格取得を目指した生徒が含まれるた
め，このような差が出るのは，予測されたとこ
ろではあるが，社会貢献を感じることができる
ものづくりや研究に取り組ませることは，自己
有用感を育むだけでなく，ものづくりや研究が
面白いと感じさせると同時に，技能や知識，創
造力や計画力，粘り強さや協働性などを身につ

けさせることにもつながると確認できた。
⑵　課題
　「広島市工　サイエンス工房」の取組は緒に
ついたばかりで，認知度は未だ十分ではないた
め，広報活動の継続や工夫が必要である。また，
寄せられる要望には複数の学科で取り組まない
と応じられないものもある。それらに対応し，
生徒が自主的に運営するものに発展させるよう
校内体制の構築や協議方法の工夫を図っていき
たい。

5．おわりに
　本校に限らず，多くの工業高校で地域や社会
に貢献するものづくりは数多く行われている。
本校がそうであったように，このような価値あ
る取組や研究が，単発的であるために，社会的
に認知されにくいという傾向はないだろうか。
こういった個々の取組を学校全体の取組として
プロデュースするだけでも，生徒や教職員のモ
チベーションを向上させ，広報にも役立つと考
える。特に，工業高校についてより深く理解し
てもらいたい中学校の先生方に PRする一つの
方法として，教材開発支援による教育貢献を目
指してはどうだろうか。
　新学習指導要領では，「社会に開かれた教育
課程」の実現が一つの柱となる。本校では，課
題研究を通じて生徒たちが地域社会の問題や課
題に気づき，工業技術によってその解決を図る
ことができるという実体験を積ませることから
始めたいと考えている。
　21 世紀型スキルの育成と工業高校の魅力作
り，そしてその発信を目指して，今後もこの「広
島市工　サイエンス工房」を大切に育てていき
たい。

表1　アンケート結果（①〜⑦の肯定的回答の割合）
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